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1．　 は じめ に

　世界各国 に は 独 自の 食材が あ るが ，日本人 ほ どい ろ い ろ

なもの を食べ て い る民族 は 少ない
。 古 くから，ヒ エ ，ア ワ，

ソ バ ，ア ズ キ，タ コ ，ウ ニ ，ナ マ コ ，海草，土 （天狗の麦

飯）ま で食べ て い た 。 日本人に は昔か ら，新 しい もの を積

極的 に受け入れ る 好奇心 と知恵と勇気が あ っ た。今後 も新

しい 食材を導 入 し，調 理 法 を工 夫 して 生 き延 び る と信 じて

い る。本稿 で は，こ れ まで に 他感作用 の 研究上 で 関 係 した

未利用植物 に つ い て 紹介す る 。

2，　 ア ジア やア フ リカ で 利 用 され る未 利用植物

1）　ム クナ （は っ し ょ うま め）

　 ム ク ナ は ヒ マ ラ ヤ 南斜面 の ネパ ー
ル か ら イ ン ドが 原 産 の

マ メ 科植 物 で ，亜 熱帯
〜

熱帯地域で 栽培 さ れ て い る。わが

国 で は，は っ し ょ うまめ と呼ばれ，江 戸時代 に は各地 で 栽

培されて い たが，現在で はすた れ て い る。しか し，やせ た

土 地 で も生 育 し，良い 緑肥 とな り，多収 で ，繁茂 して 雑草

制圧作用があ り，病害虫の 被害 を受けに くく，イ ネ科植物

と共栄関係 が あ る等 の 優 れ た特性 を持 っ て い る の で ，再 利

用 を呼びか け て い る。

　 ム ク ナ の 学名 は Mucun α　PTuriens ，英 名ベ ル ベ ッ ト ・

ビーン ，和名 ハ ッ シ ョ ウマ メ ，台湾 で 富貴豆 と呼 ば れ る 。

収量 は，種子 で ha あた り 1〜5 ト ン と マ メ 科 で 最 大で あ

る 。 農業へ の 利用法と して は，雑草抑制作用，病害虫
・
線

虫 に対す る作用 ，共栄 関係 の 利用，飼料作物 と して の 利用

法が重要で ある。我 々 は ム ク ナ の 他感物質 と して ，特殊 な

ア ミノ 酸 L一ドーパ （L−DOPA ）（L−3，　4一ジ ヒ ドロ キ シ フ

ェ ニ ル ア ラ ニ ン ： L−3，4−dihydroxypherlylalanine）（図 1）
を検 出 し た 。 葉 や 根 に 生体重 の 約 1％ も含ま れ る 。 L一ド
ーパ は、哺乳動物 の 神経伝達物質で あ る ドーパ ミ ン や ア ド

レ ナ リ ン の 前駆体 として 重 要 で ，パ ーキ ン ソ ン病 の 特効薬

と なる 。 しか し，植物に多量 に存在す る こ と は希 で ，ム ク

ナ は 特殊な植物で ある 。

　ム ク ナ の 種子 は，東南 ア ジ ア で は 食用 に す るが，種 子 に

は 約 5％ の L一ドーパ が 含 まれ，多量 に食べ る と下 痢 をす

る の で あ く抜 きが 必要 で ある。日本 で は，キ ン トン ，餡，

煮豆 と して利 用 され た。薬用植物 と して は，イ ン ド
・
中国

・

東南 ア ジア で古 くか ら用 い られ た 。 イ ン ドで は，リュ
ー

マ

零
　 （独）農業環境技術研究所

　 （Nationae　l　Institute　for　Agro−Environmen 亡hL　Sciences〕

チ ・
喘息 の 薬 鎮痛剤 と して，ス マ トラ，マ レ

ーシ ア．ブ

イ リ ピ ン，イ ン ドで は解熱剤 に 用 い る 。 イ ン ドで は，紀元

前か ら催淫剤 ・
強壮剤 と して 利用され，マ レ

ー
シ ア で は，

媚薬 に した と い う。 ム ク ナは，食品 と して の 利用 も，緑肥

と して の 農業上 の 利用も期待 され る。今後，そ の 特性を生

か した利用法が開発 され る こ とが 期待 さ れ る。

2）　 ソ ラ マ メ

　 ソ ラマ メ （Vima ．fabα） は，世界最古 の 豆で 古 くか ら栽

培 さ れ て い た が，日本 で は 最近その 消費が 減少 して い る。

ソ ラ マ メ は前述 の ム ク ナ の 近縁種 で あ り，種子 に L一ドー

パ を 0．1％ 程度含む。しか し，ソ ラ マ メ は ソ ラ マ メ 中毒 （フ

ァ
ービズ ム ）として 知られ る有毒成分 を含 む 。 そ の 原 因物

質 は ビ シ ン お よび コ ン ビシ ン と呼 ば れ る 核酸 の 配糖体で あ

る。ア グ リコ ン の 2，6一ジ ア ミ ノ
ー4，5

一ジ ヒ ドロ キ シ ピ リ ミ

ジ ン （ジ ビ シ ン） （Divicin）（図 1），お よ び 6一ア ミ ノー2，4，
5一トリ ヒ ドロ キ シ ピ リ ミ ジ ン （イ ソ ウ ラ ミル ）（lsourami1）

（図 1）が，赤血球 中 に グル コ ー
ス
ー6一リ ン 酸デ ヒ ドロ ゲナ

ー
ゼ を欠損 した 特定 の 人 に 溶 血 性貧血 を 引き起 こ す 。 こ の

欠損症 は 地中海沿岸の ヨ
ーロ ッ パ 人 や 黒人に 多 い が 日本人

に は 少 な い 。香 川 県 に は し ょ うゆ 豆 とい う巧妙 な調 理 法が

あ る が，今後調理 法 の 工 夫 に よる 需要 の 増加 が 望 ま れ る。

3）　 キマ メ

　キ マ メ （Cqfa’nus α卿 π ）はマ メ科の 灌木 で ，東南 ア ジ

ア に 広 く分布 して い る。イ ン ドで は 庭 に植 え て お けば い つ

で も食料が 入 手 で きる有用 な植物 と して 伝統的に 利 用 して

い る。

　 キ マ メ が 注 N され る の は，こ の マ メ が 伝統的に リ ン 欠乏

の 土 地 に よ く生 え，特異な リ ン 吸収能力を持 っ て い る た め

で あ る 。 農環研 （現 ・神戸 大学）の 阿 江 教治博士 ら は，そ

の 原因物質 と して，ピ シ ジ ン 酸 （Piscidic　acid ）（図 1） と

い うフ ェ ノ
ー

ル 性酸 を報告して い る。そ の 後 ク エ ン 酸や

い ろ い ろ な 有機酸 を根 か ら放 出 す る こ とに よ っ て 総合的 に

難溶解性 の リ ン を溶か しだ して 養分 の な い 土 壌で も生育で

き る と推 定 され て い る 。 キ マ メ は，生 育 は ゆ っ くりで あ る

が，大 き くな る と長 い 年月 に 渡 り食糧を供給 して くれ る有

益な豆 で ある 。

4）　 ：］ン フ 1丿
一

　 コ ン フ リ
ー

（Symphytum 〔癖 σ貌 副 θ） は 和名 を ヒ レ ハ

リソ ウ とい い ，ム ラサ キ科の 多年草で あ る 。 原産地 は コ
ー

カサ ス 地方で ，花は 美 し く丈夫 な植物 で ある 。

　 コ ン フ リーは こ れ ま で 野菜 ・薬草 ・牧草 ・健康食品 と し
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図 t． 未 利用 植 物 に含 まれ る 生理活性成分
・
有害 成分

て 利用 さ れ て きた が ，大量 に摂取す る と肝臓障害 を起 こ す

こ とが 報告 され，オ
ー

ス トラ リア，ニ ュ
ージー

ラ ン ドに 続

き日本で も 2004年に厚生労働省 が 食品として の 販売を禁

止 し た 。 有 害成分 は シ ン フ ィ チ ン （Symphytine）（図 1）

と い うピロ リ ジ ジ ン ァ ル カ ロ イ ドで，特 に根 に多 く含まれ

る 。 こ の よ うな経緯 で ，コ ン フ リーは利 用 され な くな り，

放 置 さ れ た が ，寒 さ に 強 く，根か ら容易に 再生す る ため，

北 海 道 や 東 北 地 方で は 路傍 や 休耕地 で 雑草化 して い る。大

群落 を作 り他 の 植物を抑圧す る 様子 か ら他感作 用 が 疑 わ

れ，根 か ら出 る物質が他 の 植物 を抑制す る こ と を，北 海 道

大学の 小川晴也 さ ん が修士 論文 で 明 らかに され た 。 著者 ら

は こ の 研究 を受け継 い で，他感物質を分析 し，作用本体 が
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ロ ーズ マ リ
ー

酸 （Rosmarinic　acid ） （図 1） で あ る と推定

して い る。こ の物質は 花粉症緩和 に 効果があ る として 知 ら

れ て い る。

　 コ ン フ リ
ー

に は 人体 に有毒 な 成分 が 含 ま れ る が，日本伝

統食材 の ワ ラ ビ に は も強力な発 ガ ン 物質が含まれ て い る。
しか しワ ラ ビは 伝統的調理法で あく抜 きす る と無毒に な る

の で 食用 が禁．［ヒされ て い ない 。 コ ン フ リ
ー

は ビ タ ミ ン や ミ

ネラ ル を多く含 み 栄養価が高い 。有害成分 を，調理 法 を工

夫して 除去すれ ば，栄養価 の 高い 有用 植物で ある 。 食歴 の

あ る 植物 をこ の まま 見捨 て て し ま うの は 残念で ある 。
5＞　 ア ワ ・ヒ エ ・キ ビ ・テ フ な どの 雑穀

　 ア ワ，ヒ エ ，キ ビ等 は雑穀 と呼ばれ，イ ネや麦に比 べ て

低 い 地 位 に ある 。 雑穀 は雑草 か ら進化 した もの が多い 。 逆

に雑草 は，「未 だ 利用法が 知 ら れ て い な い 植物」 で あ る と

い え る 、、

　 たとえば，ア ワ （8儒 α 々α 乞‘α廨 α ） は エ ノ コ ロ グサ （Se−

‘α 磁 切 r？：碗 ∫全 か ら栽培化 さ れ た もの で あ り，両者 か ら

雑 種 オ オ エ ノ コ ロ （Seta，ria　x 　plycnocom α）が で きる 。

　 キ ビ （f’
anicum 　mi “iαceurn ）は極 め て 古 い 作物 で，五

穀 （イネ，ム ギ，ア ワ，キ ビ，マ メ ） の ひ とつ で ある。東

イ ン ド原産で あ るが ，弥生 時代 に 中国から渡来したら しい 。

明治 中 期 に は 全国で 3．6 万 hr も栽培 さ れ て い た が，現在

で は ほ と ん ど栽培 さ れ て い な い u

　 ヒ エ （Ech ’inochtoα 　ut ’ili・s） iよイ ン ド原産で ，わが国へ

は縄 文時代 に 北 部 ア ジ ア か ら伝来 し，ア ワ と と もに主食 と

された 。 ヒ エ は 耐寒性が 強 く，痩 地 に も栽培が可能 で あ る。

明治初期 に は 10万 ha も栽培 されて い た が，現在 は 激減

して い る。水 田 雑草の イ ヌ ビエ （Ech．inochi，oa 　c” t．s　gα・Ui）
は ヒ エ に 近 縁 の 植物 で あ る。

　 フ ォ ニ オ （Digitariα exiMs ） は 西 ア フ リ カ で 重 要 な 穀

物 で あ り，マ リ 共和国，ブ ル キ ナ フ ァ ソ，セ ネガ ル ，ギニ

ア ，ナ イ ジ ェ リ ア，ニ ジ ェ
ール 等 で 穀物 と して 利用 され て

い る 。 近縁 の フ ン デ （魏 σ加 短 α 狛窃   の も雑穀 と して 栽

培 され る 。 日本 で は強害雑草の メ ヒ シ バ （Digitar’ia　citia−

ris ） は フ ォ ニ オ に近 縁 で あ る。

　テ フ （F．rαg’rostis　tqf） は，エ チ オ ピ ア で の み 利 用 さ れ

る穀物で あ る 。 C4 植物 で 光合成効率 が 良 い 。エ チ オ ピ ァ

で は，紀元 前 3359 年 に 利 用 の 記載が あ り，現在 で も主食

の 半分 を 占め る とい う。穀実 が た い へ ん小 さい が発酵 させ

て Enjera
’

とい うパ ン を 作 る 。 こ の パ ン は ス ポ ン ジ状 で

柔 ら か く，酸味 が あ る。タ ン パ ク 質含有量 は 約 13％ もあ る 。

日本 で河 川 敷で 繁茂 して 雑草化 し嫌われ て い る外来牧草 シ

ナ ダ レ ス ズ メ ガ ヤ （Erαgrostts　c？”，rz，ud α）や，雑草 の カ ゼ

ク サ （E ・
αgo

’
ostis ．fe’” n？tgin θα ） に近 縁 の 植 物 で あ る 。

　 ト ウ ジ ン ビエ （Penniseturrz　typhoid・eum ） は 雑草 で あ

る チ カ ラ シ バ の 近縁植物 で，イ ン ド大陸 で バ ジ ラ と呼ばれ，
イ ン ドか らパ キ ス タ ン に か けて 広が る ラ ジ ャ ス タ ン 地方 の

主要穀物 で あ る。1年生 草本 で ，草姿 は トウ モ ロ コ シ に似

て お り，草丈 は 1〜31n に達 す る。穎．
果は 米粒 よ りや や 小

さい 。 子実生 産 に は 高温 が 必 要 で あ るが，強健 で 乾燥 に も

強い 。粥 と して，ある い は 粉 に ひ い て チ ャパ テ ィ，ロ ーテ

ィ
ーを作る。

　雑穀は，そ の 地域性の ため，晶種改良も進ん で い ない が，
・一

般 に干 ばつ や 冷害 に 強く，や せ た 土 地 で 栽培 で き，病害

虫
・
雑草抵抗性 で，貯蔵性 が あ り長期保存で きる こ とが 多

い 。酒 の 原 料 に な る こ と もある 。 雑穀 は ，今は 米ア レ ル ギ

ーの 代 替食 に利 用 され る くら い だ が ，栄養価 も高 く，米麦

並 み の 主 食 に なる かも しれ な い 。世 界の 雑穀の 見直 しが望

ま れ る 。

3． 南米 で利用 される未利用植物

1）　ヤ ム ビーン （ヒカ マ ・ア ヒ バ ）

　 フ ィ リ ピ ンや グ ァ ム 島な ど に旅行され た 方 は ヤム ビー
ン

（Pachyrhi ．e ？t，s’e’rosus ）を 目 に した こ とがあ る は ずだ 。 ヤ

ム ビー
ン は，中 南米 の 前 イ ン カ文明が起源 の マ メ 科植物 で，

マ メ科な の に 地 下 に 重さ約 1 キ ロ グ ラ ム の イ モ が で きる。
こ の イ モ は 澱粉 に富み，通常は無毒 で，生食 も可 能 で ある 。

　 ヤ ム ビー
ン は メ キ シ コ で は ヒ カ マ あ る い は ア ヒ パ と よば

れ，ア メ リカ 合衆国 で はヤ ム ビーン と呼 ば れ，キ ロ あた り

2〜3 ド ル で 自然 食品店 で 販売され て い る 。 フ ィ リ ピ ン に

は ス ペ イ ン 人 が 持ち込 ん だ と思 わ れ，シ ン カ マ ス と呼ば れ

て い る。わが 国で は，葉が クズ （葛） に似 て い る の で，ク

ズ イ モ とい う和名 が あ る が，「イ モ の ク ズ 」 と誤 解 さ れ そ

うで あ る。そ こ で ，高知大学 の 前 田和美先生 は 「トロ ピカ

ル ポ テ ト」 と命名 し普及 を呼 び か け られ た が，ま だ あ ま り
．
普及 して い ない 。

　ヤ ム ビーン は，日本 の 暖地 で は暑 い 夏 に は生育が 旺盛 で，
圃場を被覆 して 雑草 を ほ ぼ 完璧 に抑制 し，除草剤 ・殺虫剤

を必 要 としな い
。 そ の 理由 は葉や 種子 に 含まれ る ロ テ ノ ン

〔Rotenone）（図 1） に よ る 。 ロ テ ノ ン 含有 量 は 葉 で 0，1％，
種子 で は 0．7％ に 達 し有害 で あ る。しか しイ モ に は ロ テ ノ

ン が 含 ま れず生 食も可 能で あ る。タ イや フ ィ リ ピ ン で は 短

冊 状 に 切 っ て サ ラ ダ と した り，煮 た り，フ ラ イ ドポ テ ト状

に 加工 し．日常 の 食材と な っ て い る 。

2）　 オ カ

　オ カ （0漁 傭 tuberose） は 地下部 に イモ が 出来 る カ タ

バ ．ミの 仲間で，ア ン デ ス で は ジ ャ ガ イモ に 次い で 重要 な作

物 で ，現在 で もペ ル
ー

で 利用 さ れ て お り，「オ カ を上 手 に

作 れ ぬ 男 の 所 へ は お 嫁 に 行 くな」 とい う格言 が あ っ た とい

うが，世界 に は ほ と ん ど知 られ て い な い 。

　オ カ は 栄養価 の 高い デ ン プ ン 資源で あ り，厳 しい 環境 に

も耐 える こ と．最適 条件 で は ジ ャ ガ イモ の 2 倍 の 収量 が あ

る （10アール 当た り 1 トン ） こ と，他感作用が 高 く，病

害虫や 雑草に 強 い こ とか ら，21 世紀 の 新食糧 に な り，世

界 の 食糧難 を救 うと期待され る。

　オ カ は 地
．
ド部 に 長 さ 工Ocm 程 度 の イモ （鱗 茎 ）が で きる 。
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南米の 高度 3，000〜4，000m の 高地 で 栽培 され て い る 。200

年 ほ ど前 に メ キ シ コ に 導 入 さ れ，30年前 に は ニ ュ
ージー

ラ ン ドに 導 入 さ れ 作物 と して 研究 され て い る．：イ モ に は

80− 500ppm もの シ ュ ウ 酸 （Oxalic　acid ）〔図 1） を含む の

で 生食 で きない が，伝統的に こ れ を凍結乾燥 で 抜 くチ ュ
ー

ニ ョ とい う方法 が あ る 。 生 で 70−・80％ の 水分，10〜20％

の デ ン プ ン ，各 1％ の 脂質，繊維，灰分，2％ の タ ン パ ク

質 を含 む。ア ン デ ス に 似 た 気候 の 日 本 の 巾 山 間地 で の 栽培

に 向い て い る 。

3）　サ ツ マ イモ とその 仲間

　 サ ツ マ イ モ が 属す る ヒ ル ガ オ科イポ メ ア属 は 600種 か ら

な り，そ の 起源 は 中央ア メ リ カ で ある 。 サ ッ マ イモ 類 は 多

くの 生 理活性物質を含 ん で い る。麦角ア ル カ ロ イ ドを含 み．

先住民 に よ り幻覚剤 と して 用 い られ て い た種もあ る。植物

体を傷つ け た と きに分泌 さ れ る 白い 乳液状 ヤ ニ 成分 に ，
．
ド

剤，抗癌剤．抗生 物質が報告され て い る 。 また，微 生 物が

感染 し た と き に 生 産 さ れ る イ ポ メ ア マ ロ ン （lpomeama−

ron ）（図 1＞ は猛毒 で あ り，傷 が つ い た り青黒 くな っ た サ

ツ マ イモ を食べ る と中毒す る こ とが あ るの で ，注意が 必 要

で あ る。

　 水 田 転作 ・休 耕 水 田 に栽 培 され る 中 1玉1野 莱 の ヨ ウ サ イ

（加σ7泥〔丿ea 　aquabica ），別名 「空 心菜」あ る い は 「ア サ ガ

オ ナ 」 もサ ツ マ イモ の 仲間で あ る。イ ネ と同 様 に湛水状態

で も生育 し，東南 ア ジ ア で は 水辺 に 雑草化 して お り，「食

べ られ る有益な雑草」 と呼ばれ て い る 。 植物体や種子 に ク

マ リ ン 類 を含 んで い る の で，生 で 多 食す る と下痢 をす る こ

とが ある。

　 サ ツ マ イ モ は世界の 飢饉 を救 っ た 重 要 な 作 物 で あ る。日

本で も江戸時代 に 青木昆1場ら に よ り救 荒食糧 と して 広 め ら

れ た 。 イモ
・
茎

・
種 子の い ず れ か ら も再生 し，．ヒ地 を選ば

ず短時間で 収穫 で きる 。 雑草 に強 く，農薬や 肥 料 をほ と ん

ど使わず栽培 で きる 。 最近，共生 す る 微生 物 に よ っ て 窒 素

固定 を行うこ とが 日本 の 研究者 に よ り明 らかに された 。 そ

の 高 い 生 産 力 か ら，宇 宙船 内や 火星基地 な どの 閉鎖生態系

で 食糧 と して の 利 用 が 検 討 さ れ て い る。

4）　 イン カ の イ モ 植物

　 イン カ に は，ジ ャ ガ イモ
・
サッ マ イモ ・ヤ ム ビ ーン ・オ

カ 以外 に，キ ク 科 の ヤ
ー

コ ン P吻 珊 磁 鉤 褓 切 b配α ，ア

ブ ラ ナ科 の マ カ 五θp紹 枷 η z 刀肥 〃θπ％ （最近で は強壮剤 と し

て 有名），セ リ科 の ア ラ カ ッ チ ャ Ao’γ α caci ，a ，x α nthorrh ．ixα ，

ノ ウ ゼ ン ハ レ ン 科 の マ シ ュ ア Tropaeoluw7．　t？tbc’ros ’tt・xrb，ツ

ル ム ラ サ キ科 の オ ユ コ び伽 侃 stube ’xosus ，オ シ ロ イ バ ナ

科 の マ フ
ーカ Mz ”rabil・ts θ∬pα郡 α ， カ ン ナ 科 の ア キ ラ

σa ，rL
’
xda 　 eant

’i・s （食用 カ ン ナ ）な ど，地 下部 に イ モ が で き

る 未利用植物があ る が，ほ と ん ど知 られ て い な い 。

　 こ の 中で，ジ ャ ガ イモ は ヨ
ー

ロ ッ パ か ら世界に 広が っ て

重要 な食糧 とな っ た。イ ギ リス や ドイ ツ 等 の ヨ
ー

ロ ッ パ 列

強 が 力 をつ け た の は，産 業 革 命に よ るが．ジ ャ ガ イモ の 真

献 も大 きい 。 サ ツ マ イモ は 東南 ア ジ ア に普及 して 重要 な 食

糧 とな っ た。薩摩藩 は サ ッ マ イモ を導入す る こ とで力を た

くわ え，幕府 を倒す に到 っ た，今後 　イン カ の 未利用 の イ

モ 植物 が 普及す る と，世 界の 歴 史 を 変 え るか も しれ な い 。

4．　 古代 日本 で食用 に さ れ て い た植物

1） ス ベ リヒユ

　 ス ベ リ ヒ ユ （POTtueα・cα oeera，ce α） は畑 の 防除 しに くい

雑草 で あ る 。夏 の 乾燥時期に も しお れず耐暑耐干性が強 い 。

南米原 産で ある が，古 い 時期 に 広が り全 世 界に 分 布 して い

る。ど こ に で もある 雑草 で ある が，食べ ら れ る こ と は あ ま

り知 られ て い な い 。由形県で は 現在 も食用 にす る 習慣があ

り，その ままおひ た しに して食べ る。また，天 日乾燥 して

保存 して おき，お正 月 に 戻 して食べ る習慣が あ る。お ひ た

しで 食べ て み た が，種子 が 混入す る と食感が 悪 い の で ，若

い 葉が お勧 め で あ る。ヨ ーロ ッ パ で は 野 菜 と して 大型種が

育成され，栽培 さ れ る。マ ツ バ ボ タ ン もこ の 仲間で ，花 の

色が豊富 で 乾燥 に 強 く手間い らずで，花壇 に 好まれ る 。 そ

の 若 い 植物体も食用 に なる 。

2）　 ドク ダミ

　 ドク ダ ミ （HOZttCu，ynilα　co
・
rdat α ） は 日 陰 に 大群落 を つ

くり，6 月頃に 白い 可 憐 な花 を 咲 か せ る。正 確 に は ，目立

つ の は 花で な く葉 の
一

種 の 「総 包 」で あ る。病 害虫 に 強 く，

他 の雑草が な い 純群落 を作 る 。

　 ドク ダ ミは古 くか ら薬効が知 られ，全草を乾燥 し た もの

を 「十 薬」 と称 し，風邪 ，高血圧，動脈硬化 の 予防 に，牛

葉 は 患部 に 貼 っ て ，腰痛，水虫 に 効果がある 。 特有 の 生 臭

い 臭気成分 デ カ ノ イ ル ア セ トア ル デ ヒ ド （Decanolyacetal−

dehyde ）（図 1）が 有効 成 分で ，抗 菌 ・抗 カ ビ 性 が あり，白

癬繭や ブ ドウ 状球菌 も殺す作 用 が あ る。また 冷 蔵庫 に 生葉

を入 れ て お くと臭 い 消 しに効果があ る 。 中国
・四川省 や ベ

トナ ム で は 現 在 で もそ の 生葉 をサ ラ ダ と して そ の ま ま食べ

た り春巻 きに入 れ て い る 。 著者も現地 で 食べ て み た が，匂

い に 慣 れ れ ば案外美味しい 。 下 痢 の 予防 に なる とい う。

　 ドク ダ ミ は古 い 時代 に ，ヒ マ ラ ヤ〜中国 南部から目本 に

導 入 さ れ た と思 わ れ る 。ドク ダ ミ科 ドク ダ ミ属 に 属 す る
一

属
一
種 の 植物学的 に は 珍 しい 原始的な 植物 で あ る。臭 気成

分 は ドク ダ ミが 自分 を守 るた め に 使う他感物質で あ り，こ

の 成分 ゆ えに生 き残り，
一

属
一

種 と なっ た と思わ れ る 。

　 北原白秋 は 「ど くだみ の　花 の に お ひ を　思ふ と き　青

み て 迫 る　君が ま な ざ し」 と詠 ん で い る 。 そ の 独特 の 臭気

は 人 の 心 理 に も影響す る の か もしれ ない 。

3＞　 ヒ ガ ン バ ナ

　 ヒ ガ ン バ ナ （Lycorz／s　rctdiat α）は，ご先祖 が あ る 「意 図 」

を持 っ て水 田 の 畦畔 や 墓場 に植 え られた 「草」 で あ る が，

現在で は そ の 意味が 忘 れ去 られ て い る 。

　 わが 国 の ヒ ガ ン バ ナ は 3 倍体で，花 は 咲い て も種 了がで

きず，人 間が広 め た もの に で ，縄文時代，
一

説 に は鎌倉時
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代 に 中国大陸か ら持ち込まれた もの と考え られ て い る 。

　 ヒ ガ ン バ ナ の 全草，と くに 球根 （鱗 茎 ）に は リ コ リ ン

（Lycorine）（図 1）と い う猛 毒 の ア ル カ ロ イ ド （神経毒）

が 含 まれ て い る。こ の た め に ，水 田畦畔で ネズ ミ や モ グ ラ

が 穴 を 開け る の を防 ぐた め に栽培 さ れ て い た と思 わ れ る。
こ れ は，広い 意味 で の 他感作用 で あ る。有毒成分 の リ コ リ

ン は水 に溶けや すい の で，飢饉の 時 に は 鱗茎 を掘 り上 げ，

有毒成分を水洗 して 除去し た後，約 30％ も含まれ る デ ン

プ ン を食用 に して い た 。 東北地方で は，大飢饉の ときに市

場 で 売買 され た と の 記録 が あ る。

　 しか し，ヒ ガ ン バ ナ は ，近 年畔畔 か ら姿 を消 して い る 。

ヒ ガ ン バ ナ は ご 先祖が飢饉に備 え て 畦畔 に植 えて い た植物

で あ り，人 の 管理 な しに は 維持で きない 。 牧野富太郎博士

は，万 葉集 で 「道野辺 の 　い ちしの 花 の 　い ち し ろ く　 ひ

とみ な知 りぬ　わ が恋 い 妻 を」と歌 わ れ る 「い ち し」が ヒ

ガ ンバ ナ で ある と推定 さ れ て い る。稲 刈 り時 に 真 っ 赤 に 咲

くヒ ガ ンバ ナ は黄金色 の 稲穂 に 映えて 美 しい 。 畦畔の 強化，
景観形成 雑草抑制，非常食糧 とい う多面的な機能 を持つ

ヒ ガ ンバ ナ を 田の 畔に 植えて 非常食と して 備蓄する こ とが

望 まれ る 。

4） チガヤ

　チ ガ ヤ （lmperat α　cyntndr7 ／cα var ，賜 の oの は ，道端 に

群 生 し，4〜6月 に 白 い 円柱状 の 穂 が 出 る イ ネ科植物 で あ

る。ア ジ ア，ア フ リカ，ヨ
ー

ロ ッ パ の 暖地 に分布 し，イ ン

ドネ シ ア で は 「ア ラ ン ア ラ ン 」，ブ イ リ ピ ン で は 「コ ゴ ン 」

と呼 ば れ，大草原 を作 る雑草で ある。

　チ ガ ヤ草地の 跡地で 農作物 の 生育が劣 る こ とか ら他感作

用が示唆 され，著者 らは，JICAの 依頼 で フ ィ リ ピ ン で 調

査を行 っ た。そ の 結 果 チ ガ ヤ は刈取 れ ば 速や か に 再生 し

優 占す る が，放 置 す る とマ メ 科 と混生 す る こ と，他感作用

は，タ デ科
・ヒ ユ 科 の 雑草を阻害す るが ，トマ ト，サ ツ マ

イ モ ，白菜等 の 作物 は 阻害 しない こ とが 分 か っ た。む しろ

地 下茎 の 強 い 緊縛力 で ，崩壊 しや す い 「ア ル チ ソ ル 」 土 壌

の 侵食を防止 して い た。こ の よ うな チ ガ ヤ の 力 を，河川堤

防の 法面緑化 に 利 用 し ようと の 研究が 行 わ れ て い る 。

「ち ま き」 はチ ガ ヤ の 葉で 巻 い た こ とか ら名付 け られ て い

る。若い 花 序 （穂 ） は甘味 が あり，ッ バ ナ （茅花） と称 し，

昔 は 子供 が 取 っ て 食べ た 。 川柳 に，「つ ば な 売 り　 よ く よ

く見 れ ば 　女 の 子」 と読 まれ て お り，江 戸 時代に は 販売さ

れ て い た らしい 。 チ ガヤ はサ トウ キ ビ に 近 縁 の 植物 で，地

下茎 に は 10〜15％ もの シ ョ 糖 〔砂糖）が 含 ま れ，葉 が 枯

れ る 10月に 含量 が 高 ま る。江 戸時代 の 飢饉時 に は 各地で

根 を食べ た との 記録 が あ る 。

　チ ガ ヤ の 葉 は屋 根 や 蓑の 材料 に，根 は 漢方で 白茅根 と い

い ，強壮剤 に もして い た 。 抗菌活性 もあ る ようで，「蘇民

将来伝説」 で は，「茅 の 輪」が 疫病を防い だとい う。この

ど こ にで もあ る国産有用植物の 食材と して の 利用が 望 まれ

る 。

5）　 イ シク ラ ゲと天 狗 の 麦 飯

　 雨 上 が りの 夏 の 日，空 地 や 駐 車場 に 濃青緑色の 「わ か め 」

の よ うな 物体が 出現す る 。 日本中どこ に で もある が 注 目さ

れ る こ と は な い
。 こ の 物体 は イ シ ク ラ ゲ （Nostoc　 oom −

mune ） とい う藍藻 で ，乾燥 に強 い 。イ シ ク ラ ゲ は 高等植

物で は ない の で，通常の 除草剤が効か ず，難防除雑草 と な

る こ とがある。

　 長 野 県 に は，「天 狗 の 麦飯」 と呼 ば れ る 「食べ られ る土 」

が 存在す る 。 飯綱
・
黒姫 ・浅間山 な どの 山 中に発 生 す る 。

古 くから食用 と され，飯砂 ・
味噌土 な ど と よ ば れ て い た。

大正 10年 に 天 然記念物 に指定 さ れ，小諸市東小諸駅 の 近

くの 「味噌塚」に 石碑が あ り保存 されて い る。天狗 の 麦飯

もイ シ ク ラ ゲ と同様 の 藍藻類 と糸状菌の 融 合体 と言 わ れ る

が今で も不明 な 点が 多 い 。藍藻類 は，光合 成 を行 うが，核

を持 た な い の で ，実 は 細菌の
一種で あ り，35億年前 に地

球の 歴史上 最初 に発生 して 酸素ガ ス を作 り出した古 い 生物

で あ る。

　 イ シ ク ラ ゲ に近縁 の カ ワ タ ケは，川 に生息す る イ シ ク ラ

ゲ の 仲間で ，昔 は 日本各地で 食物 と され た。万葉集 に あ る

「雄神川 　くれ な い に ほ ふ 　少 女 ら し　葦 附 採 る と　瀬 に

立 た す ら し」の 葦附 は カ ワ タ ケ で あ る とい う。 また，熊本

市特産 の 「すい ぜ ん じの り」 もカ ワ タケ で，現 在 も甘 木市

の 黄 金 川流域 で 養殖
・
販売され て い る 。 また 中 国 で は，イ

シ ク ラゲ の 変種 を髪菜 （ハ ッ サ イ）と呼び，高級食材 と し

て 利用 さ れ て い る 。

　 イ シ クラ ゲは 岐阜女子大 で 食糧 と して の 研究が 行 わ れ た

こ とが ある。乾燥耐性や 光 合 成 の 研究 に も使 わ れ，抗菌 ・

抗癌作用 も報告 され て い る。また 植物 に 対す る 他感作用 も

強 い 。清浄栽培 を行 え ば，工 場生産 も可能で あ り，未来 の

食糧 と して の 利用 が 期待される 。

6） ナタマ メ

　ナ タ マ メ （C α nav αtia　gtadiate） は 革肖が 鉈 （な た）の よ

うな形をして い る の で そ の 名が あ る。童話 「ジ ャ ッ ク とマ

メ の 木」 の モ デ ル と言 わ れ る。福神漬けに 入 っ て い る 銀河

系宇 宙 の よ うな 形 の もの が 若い 鞘 の 輪切 りで ある 。 江戸 時

代 に か な り栽培 され て い た が，現在はほ とん ど栽培されず，
福神漬けの 原料 は 台湾 か ら輸入されて い る 。

　 ナ タマ メ は、葉 や 根 や種子 に特殊なア ミ ノ 酸 の カ ナバ ニ

ン （Canavanine）（図 1） を含む 。 カ ナバ ニ ン は，幼児で は

合成 しに くい の で 半必須 ア ミ ノ 酸 と呼ばれ る ア ル ギ ニ ン に

構造が 類 似 した 異 種 ア ミ ノ 酸 で あ る た め，ア ル ギ ニ ン の 正

常 な代謝 を妨害 して 有 毒 な ア ン モ ニ ア を 蓄積す る 作用が あ

る。こ の た め，多くの 昆虫 は カ ナ バ ニ ン を含むナ タ マ メ を

避 け る た め，ナ タマ メ は ほ とん ど虫害を受け な い 。カ ナ バ

ニ ン は，ム ク ナの ド
ー

パ と違 っ て，調 理 に よ っ て減らす こ

とは 難 しい 。 発酵や 育種 に よ っ て 減少 させ る こ とに よ り新

た な食糧資源 に なる こ とが 期待 され る。た だ し，現在，そ

の 葉 が ナ タ マ メ 茶 と して 「や せ る 茶」 と して 販売 さ れ て い
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る よ うで あ るが，カ ナ バ ニ ン の 摂 取 に よ る 人 体へ の 有害作

用 が 心 配 され る。

7）　 クズ

　万 葉集 に，「萩 の花　尾花葛花 　なで しこ の 花　をみ な

へ し　また藤袴 朝顔 の花」と秋の 七草 を呼 ん だ山上憶良

の 歌 が あ る。こ の 秋 の 七草の 中 で 現在 で も旺盛 に 成育 し、

さ ら に 海外 に も勢力 を広げて い る の は，クズ だけ で あ る。

　 ク ズ は ，1930〜1940 年代 に ア メ リ カ 合衆国 に ，土 壌 を

風化や 侵食か ら護る 目的 で 導入 され，1950 年代 に は 日本

か ら 10 トン の 種子が ア メ リ カ に 輸出 され た とい う。 テ ネ

シ ー
川流域 総 合 開発計 画 （TVA ）で の 緑化 に も多大 な貢

献 を した 。 しか し，その 強 い 繁殖力の た め，南部を中 心 に

雑草化 して い る。現 在，ア
ー

カ ン ソ
ー

州 や ミ シ シ ッ ピー州

等 の 南 部 で は，道路 沿い に果 て しな くク ズ の 繁み が 続 く風

景が み られ る 。

　 日本人 は古 くか ら根 の 澱粉 を食べ ，漢方薬 と して 利 用 し

て い た 。 ク ズ を澱粉資源 と して 再利用す る こ とが 望 ま れ る。

8）　 ソ テ ツ

　 ソ テ ツ （蘇鉄）（σycαs　revotut α ） は三 畳紀．ジ ュ ラ 紀

に 栄 え た古 い 植物の 生 き残 りで，原 始 的 な植物で あ る。現

在 で も，琉球列島で は 旺盛 に生 育 して い る。ソ テ ッ の 実に

は，サ イ カ シ ン （cycasin ）（図 1）が存在す る 。 サ イ カ シ

ン を投与 した 動物 は ガ ン を誘発す る こ とがあ る が，元 の 配

糖体は無毒で あ り，動物 の腸内細菌が持つ β
一D一グル コ シ

ダーゼ に よ りメ チ ル ア ゾ キ シ メ タ ノ ー
ル を経て ジ ア ゾ メ タ

ン （CH2 　N2） に 変化 し中毒 を起 こ す。しか し，江 戸 時代ま

で の 大飢饉の 時 そ の 実 を 7 日 間水 に 晒 して サ イ カ シ ン を

除去 し食用 に して い た。しか し，ソ テ ッ まで 食べ る よ うな

飢饉 は 「蘇鉄地獄 」 と呼ばれ，日常 の 食糧 で は なか っ た 。

現在，ソ テ ツ は 鑑賞用 に 人気 が あり，その 苗が沖縄か ら海

外 に 輸出 さ れ て い る とい う。

5，　 お わ りに

　本稿で 紹介 した 植物 は，世界 の ど こ か の 地 方で ，あ る い

は 日本 で も昔は 栽培 され 食用 に され た 「食 歴 」が あ る植 物

で あ る。こ の よ うな植物 は適切な調理をす る こ と に よ っ て

食べ る こ とが で きる。

　こ の ような未利 用 の 植物は，多か れ少なか れ，人間や 虫

な どに 有毒
・
有害 な成分 を含ん で い る こ とが多い 。 こ の よ

うな成分 は，他感物質とし て働 い て い たもの と思わ れ る 。

植物 は 動けな い の で ，トゲ や 有毒物質を使 っ て その 身を 守

る。こ の よ うな植物が 持つ 天 然物質の 働 きが 他 感作用 （ア

レ ロ パ シー）で あ り，作用成分が 他感物質 で あ る。二 次 代

謝物質と呼ば れ 生命維持 に不可欠で はない が植物 に特異的

に存在す る 物質の 存在意義で あ る との 説 が 提唱 され て い

る。こ れを 「ア レ ロ パ シー
仮説」とい う。

　実 験 考古学者 で 国 立歴史民族博物館館長 を さ れ て い た 佐

原 真先 生 は 2002年 7 月 10 日に 亡 くな られ たが ，そ の 2 ヶ

月前 の 2002 年 4 月 29 日の 「み ど りの 日」 に，同博物館 く

らしの 植物苑 で 最後の 講演 を され た。そ の と き，未利用 の

植物 の 重要性 を強調され，全 て の 生物 の 生存は 植物 に頼 っ

て い る こ とを説か れ た 。 そ して ，チ ン パ ン ジーと ヒ トの 違

い は，「武 器で あ っ た牙を言葉 に 代えた」 こ とで あ り，「全

て の 武器 を楽器 に 換 え よう，戦 場 を花 の 野 に 変えよ う」 と

説か れ た 。 こ の と き佐 原 先生 は全 身 に癌 が 転 移 して 立ち上

が る こ とも困難な状況で あっ た が 野外 で の 特別講演会 に

集ま っ た 人 々 に植物 の 重要性 を説かれ，集まっ た聴衆 に大

きな感動 を与え られ た。こ の佐原先生 の 教えに学 び，未利

用 の 有用植物 を研究して ，人類 の 食糧 として 役立て た い と

考えて い る 。

　 こ の ような未利用植物 に 含 ま れ る 有害成分 を 除 去 し，有

用 な食糧 とす る の も 「調理科学」 の
一

分野で あ る。
一
未 利

用植物の 調理科学的研究」が今後発展す る こ とを期待 して

い ます 。
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